
安来市告示第 127号 の 2

安来市製造業生産プロセス変革・販路拡大緊急支援事業費補助金交付要綱を次の

ように定める。

令和 8年 6月 25日

安来市長  田 中 武 共 ||

、一
卜
一



安来市製造業生産プロセス変革・販路拡大緊急支援事業費補助金交付
要綱

(趣旨)

第 1条 三菱マヒンドラ農機株式会社の事業撤退により影響を受ける市内製造事業

者の新規事業展開又は販路拡大を支援し、競争力強化を図るた
め、安来市製造業

生産プロセス変革 。販路拡大緊急支援事業費補助金 (以下
「補助金」という。)

を予算の範囲内で交付するものとし、その交付等に関しては、安来市補助
金等交

付規則 (平成 16年安来市規則第 53号。以下「規則」という。)に定めるも
の

のほか、この告示の定めるところによる。

(補助金の交付対象者)

第 2条 この補助金の交付対象者は、市内に主たる事業所を有する中小企業基本法

(昭和 38年法律第 154号)第 2条に定める中小企業者のうち、製造事業者と

する。ただし、次の各号のいずれかに該当する者を除く。

(1)市税 (市外に居住する個人又は市外に主たる事業所を置く中小企業者であ

る場合は、当該居住地又は事業所所在地の市区町村税)その他の公租公課を

滞納している者

(2)申請者本人 (中小企業者にあつては、その役員又は事業の構成者を含む。)

が暴力団 (暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律 (平成
3年法律

第 77号。以下「法」という。)第 2条第 2号に規定する暴力団をいう。)又

は暴力団員 (法第 2条第 6号に規定する暴力団員をいう。)の関係者である者

(3)補助金の交付を受けようとする年度において、既に補助金の交付を受けた者

(4)前各号に掲げるもののほか、市長が適当でないと認める者

(補助封象、補助金の額等)

第 3条 補助金の事業区分、交付の対象である事業の内容、対象経費及び補助金の

額は、別表のとおりとする。ただし、算出した額に1, 000円 未満の端数が生

じた場合は、これを切り捨てるものとする。

(交付申請)

第4条 補助金の交付を受けようとする者は、製造業生産プロセス変革・販路拡大

緊急支援事業費補助金交付申請書兼請求書 (様式第 1号。以下
「申請書兼請求書」

という。)に、市税その他の公租公課に滞納がないことが分かる証明書及び次
の

各号に掲げる区分に応じ、当該各号に定める書類を添えて、市長
に提出しなけれ

ばならない。



(1)生産プロセス変革支援事業 次に掲げる書類

ア 令和 8年 3月 25日 から島根県が実施する、ものづくり産業生産プロセ

ス変革等支援事業 (エネルギー価格・物価高騰対策分)補助金 (以下「県

補助金」という。)の交付額確定通知書の写し

イ 県補助金助成に係る事業計画書、実績報告書及び収支決算書の写し

(2)営業代行等を活用 した販路拡大支援事業 次に掲げる書類

ア 令和 8年 4月 7日 から公益財団法人 しまね産業振興財団が実施する、営

業代行等を活用したものづくり産業販路拡大支援事業助成金 (以下
「財団

営業代行助成金」という。)の交付額確定通知書の写し

イ 財団営業代行助成金助成に係る事業計画書、実績報告書及び収支決算書

の写 し

(3)専門展示会出展支援事業 次に掲げる書類

ア 令和 8年 4月 10日 から公益財団法人しまね産業振興財団が実施する、

専門展示会出展助成金 (以下 「財団展示会助成金」とい う。)の交付額確

定通知書の写し

イ 財団展示会助成金助成に係る事業計画書、実績報告書及び収支決算書の

写 し

2 前項に規定する申請書兼請求書の提出があつたときは、規則第 11条の規定に

よる実績報告があつたものとみなす。

(現地調査 )

第 5条 市長は、補助事業の実施状況の確認のため、必要があると認めるときは、

市職員による現地調査を実施するものとし、補助事業者はこれを拒んではならな

(交付の決定及び額の確定)

第 6条 市長は、第 4条第 1項の規定による申請を受けた場合は、その内容を審査

し、補助金交付を決定し、補助金の額を確定したときは、規則第 7条及び規則第

12条の規定に基づき、当該補助事業者に通知するものとする。      ′

(財産処分の制限)

第 7条 補助事業者は、当該事業によつて取得 した価格が 1件につき 50万 円以上

の事業用備品等を補助金の目的に反 して使用 し、処分し、譲渡 し、交換 し、又は

担保に供するときは、あらかじめ市長の承認を受けなければならない。ただし、

当該事業用備品等が減価償却資産の耐用年数等に関する省令 (昭和 40年大蔵

い 。



省令第 15号)に定める耐用年数を経過 した場合は、この限りでない。

2 市長は、前項の規定により財産を処分 した場合であって、補助事業者に収入が

あるときは、当該収入の全部又は一部を納付させることができる。

(書類の保存 )

第 8条 補助事業者は、補助金の収支状況を明らかにした帳簿及び証拠書類を備え、

交付決定を受けた年度の翌年度から起算して 5年間保存しなければならない。

(その他 )

第 9条  この告示に定めるもののほか必要な事項は、市長が別に定める。

附 則

(施行期 日)

1 この告示は、令和 8年 6月 25日 から施行する。

(こ の告示の失効 )

2 この告示は、令和 10年 3月 31日 限り、その効力を失 う。ただし、第 7条及

び第 8条の規定は、この告示の失効後も、なおその効力を有する。

別表 (第 3条関係)

事業区分
交付の対象であ

る事 業 の 内容
対象経費 補助金の額

1 生産プロ
セ ス変 革

支援事業

県補助金の交付確

定を受けた取組。た

だし、直近決算期に

おいて、三菱マヒン

ドラ農機株式会社

又は リヨーノーフ

ァク トリー株式会

社 と直接又は間接

的に売上全体の5%
以上の取引を有す

ると島根県に認め

られた事業者の取

組に限る。

県補助金の補

助姑象経費の

うち、生産プ

ロセ スの変

革・拡大又は

新規事業の構

築のために市

内の事業所で

実施したもの

に係る経費

次の各号に掲げる区分に応

じ、当該各号に定める額 と

する。

(1)補助対象経費が4,000万

円以下の場合 補助対象
経費の 100分の 15以内の

額。ただし、その額が600

万円を超えるときは、600

万円を限度とする。

(2)補助対象経費が4,000万

円を超える場合 補助対
象経費の 10分 の9の額か

ら県補助金の交付確定額

及びこの補助金 と同様の

趣旨の他の補助金等の額

を差し引いた額と、3,000

万円を比較 して少ない方

の額以内の額



2 営業代行
等を活用

した販路

拡大支援

事業

財団営業代行助成

金の特別枠で交付

確定を受けた取組

財団営業代行

助成金の助成

対象経費のう

ち、営業代行

等が持つ販売

のノウハウ、

ネットワーク

等 を活 か し

て、製品、都

品、技術等の

販路拡大のた

めに市内の事

業所で実施し

たものに係る

経費

補助対象経費の4分の1以内

の額とし、上限を50万円と

する。

3 専門展示
会出展支

援事業

財団展示会助成金

の特別枠で交付確

定を受けた取組

財団展示会助

成金の助成対

象 経 費 の う

ち、販路拡大

を目的とした

専門展示会、

見本市等に出

展するために

市内の事業所

が実施したも

のに係る経費

補助対象経費の4分の1以内

の額とし、上限を15万円と

する。



様式第 1号 (第 4条関係)

年  月  日

製造業生産プロセス変革・販路拡大緊急支援事業費補助金交付申請書兼請求書

安来市長 様

(申請者)

住 所

名 称

代表者

(記名押印又は署名)

安来市製造業生産プロセス変革・販路拡大緊急支援事業費補助金交付要綱第4条

第 1項の規定により、次のとおり補助金の交付を申請及び請求します。

事業名 製造業生産プロセス変革 。販路拡大緊急支援事業費補助金

事業区分

(申請事業に日)

□ 生産プロセス変革支援事業

□ 営業代行等を活用した販路拡大支援事業

国 専門展示会出展支援事業

補助事業の目的

及び内容

補助事業等の効果

補助紺象経費 円

補助金等の交付申請額

及び請求額 円

添付文書


